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コ
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
き

験
な
き
物
を
思
は
ず
は
一
杯
の
濁
れ
る
酒
を
飲
む
べ
く
あ
る
ら
し

 
 
 
 
ひ
じ
り
 
 
お
ほ
 
 
い
に
し
へ

酒
の
名
を
聖
と
負
せ
し
古
の
輝
き
聖
の
言
の
よ
ろ
し
さ

 
 
 
 
さ
か

古
の
七
の
賢
し
き
人
ど
も
も
量
り
せ
し
も
の
は
酒
に
し
あ
る
ら
し

賢
し
み
と
物
い
ふ
よ
り
は
酒
飲
み
て
酔
泣
き
す
る
し
ま
さ
り
た
る
ら
し

言
は
む
す
べ
せ
む
す
べ
知
ら
ず
極
ま
り
て
貴
き
も
の
は
酒
に
し
あ
る
ら
し

な
か
な
か
に
人
と
あ
ら
ず
は
酒
壼
に
な
り
に
て
し
か
も
酒
に
染
み
な
む

 
 
み
に
く
さ
か

あ
な
醜
賢
し
ら
を
す
と
酒
飲
ま
ぬ
人
を
よ
く
見
れ
ば
猿
に
か
も
似
る

価
無
き
宝
と
い
ふ
も
一
杯
の
濁
れ
る
酒
に
あ
に
益
さ
め
や
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
こ
ろ

夜
光
る
玉
と
い
ふ
と
も
酒
飲
み
て
情
を
や
る
に
あ
に
若
か
め
や
も

世
の
な
か
の
遊
び
の
道
に
す
ず
し
く
は
酔
泣
き
す
る
に
あ
る
べ
か
る
ち
し

こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
の
世
に
し
楽
し
く
あ
ら
ば
澄
む
世
に
は
虫
に
も
鳥
に
も
わ
れ
は
な
り
な

む
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こ

、
生
け
る
者
っ
ひ
に
も
死
ぬ
る
も
の
に
あ
れ
ば
今
の
世
な
る
間
は
楽
し
く
を

あ
ら
な

も
だ

黙
然
を
り
て
賢
し
ら
す
る
は
酒
飲
み
て
酔
泣
き
す
る
に
な
ほ
若
か
ず
け
り

 
漸
や
く
晩
年
に
な
っ
て
そ
の
歌
才
を
発
揮
し
た
名
門
大
伴
家
の
棟
梁
大
伴
旅

人
は
、
万
葉
集
に
唯
一
回
だ
け
自
分
の
名
前
を
旧
風
に
大
伴
淡
等
と
明
記
し
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。
個
性
の
花
が
豊
か
に
美
し
く
咲
き
誇
っ
た
万
葉
第
三
期
の

歌
人
達
の
中
に
あ
っ
て
真
に
貴
族
の
名
に
価
す
る
人
で
あ
り
、
歌
は
暢
達
・
で
美

し
・
い
。
片
片
歌
人
や
下
級
官
人
達
が
営
々
と
し
て
歌
で
心
を
遣
る
時
代
に
あ
う
．

て
、
余
裕
の
中
に
憂
情
と
幻
想
を
詠
む
旅
人
の
歌
は
、
伝
統
的
な
名
家
の
尊

厳
と
、
時
代
の
新
し
い
波
で
あ
る
中
国
文
学
の
影
響
乏
の
交
差
の
中
に
生
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
旅
人
が
た
だ
一
回
自
己
の
不
断
の
詠
み
ぶ
り
を
ふ
り
捨

て
、
特
異
な
題
材
を
、
強
烈
な
口
調
と
斬
新
な
発
想
で
歌
い
綴
ッ
た
も
の
が
こ

こ
で
論
じ
よ
う
と
す
る
「
讃
酒
歌
十
三
首
」
で
あ
っ
た
。
万
葉
集
に
お
け
る
旅

人
の
歌
は
、
大
宰
帥
時
代
の
も
の
が
殆
ん
ど
で
あ
る
が
、
蚕
簿
本
紀
と
懐
風
藻

を
調
べ
る
事
に
よ
っ
て
、
彼
の
経
歴
は
ほ
ぼ
把
握
す
る
事
が
出
来
る
。
続
日
本

紀
初
出
の
元
明
天
皇
和
銅
三
年
正
月
朔
日
の
条
に
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天
皇
御
二
大
極
殿
一
受
・
朝
。
隼
人
蝦
夷
遺
言
在
・
列
。
左
将
軍
正
五
位
上
大
伴

 
宿
禰
旅
人
。
副
将
軍
…
…

と
あ
る
よ
う
に
、
彼
の
本
領
は
武
人
で
あ
っ
て
、
元
正
天
皇
養
老
四
年
六
月
の

詔
り
の
中
で
も
持
節
将
軍
正
四
即
下
中
納
言
兼
中
務
卿
大
伴
宿
禰
旅
人
は
大
い

に
賞
讃
さ
れ
て
い
惹
。
万
葉
の
歌
で
見
る
限
り
、
武
人
旅
人
の
面
影
を
窺
う
事

は
出
来
な
い
が
、
家
持
に
お
け
る
武
人
意
識
を
考
え
る
と
馬
父
旅
人
の
実
生
活

に
溢
け
る
馬
力
の
根
源
は
武
門
の
第
一
人
者
と
し
て
の
誇
り
に
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
然
し
、
風
巻
景
次
郎
氏
が
家
持
の
文
学
的
開
花
の
原
因
を

 
奈
良
朝
時
代
を
貫
く
も
の
に
藤
原
大
伴
両
氏
の
激
し
い
闘
争
が
あ
る
。
藤
原
'

 
氏
に
は
は
じ
め
か
ら
大
陸
文
化
輸
入
者
と
し
て
の
態
度
が
あ
り
、
大
伴
氏
に

 
は
最
後
ま
で
土
豪
的
英
雄
の
家
の
感
じ
が
あ
る
が
…
…
（
中
略
）
。
父
旅
人

 
は
大
宰
帥
か
ら
大
納
言
で
終
わ
り
、
子
の
家
持
は
『
万
葉
集
』
二
十
巻
の
最

 
後
の
歌
を
詠
ん
だ
と
き
、
よ
う
や
く
但
馬
守
で
あ
っ
た
。
旧
家
の
名
族
大
伴

 
氏
の
上
と
し
て
立
っ
た
家
持
は
、
氏
族
全
体
の
頽
勢
を
身
に
感
じ
な
が
ら
、

 
ど
う
に
も
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
し
て
孤
立
無
援
の
煩
悶
に
虐
げ
ら
れ

 
る
。
保
守
的
な
名
族
の
崩
壊
し
て
行
く
運
命
の
も
と
で
、
か
え
っ
て
内
へ

 
く
と
内
省
し
て
行
く
主
体
が
成
立
す
る
。
こ
の
保
守
的
な
宿
命
の
下
で
、

 
お
よ
そ
そ
の
氏
族
的
な
誇
り
や
観
念
や
と
か
け
は
な
れ
た
内
省
的
な
個
我
が

 
目
覚
め
、
類
型
的
な
民
謡
風
の
和
歌
を
転
じ
て
、
孤
独
の
将
情
詩
を
完
成
す

 
る
。
 
（
風
巻
景
次
郎
全
集
3
P
謝
）

と
見
事
に
解
説
さ
れ
た
よ
う
に
、
父
旅
人
に
お
け
る
氏
上
と
し
て
の
誇
り
と
自

負
も
ま
た
む
な
し
く
憂
悶
と
な
り
、
文
芸
へ
の
志
向
を
生
じ
て
行
っ
た
。
然
し

そ
の
事
は
旅
人
に
お
い
て
は
歌
の
中
に
明
確
に
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
ま

だ
契
機
と
し
て
の
意
味
が
感
得
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
旅
人
の
作
品
は
大
き
く

見
て
三
群
に
分
け
る
事
が
長
き
る
。

 
第
一
群
は
「
大
伴
淡
等
謹
み
て
状
す
」
に
始
ま
る
「
藤
原
房
前
へ
琴
を
送
っ

た
歌
」
 
（
0
1
8
8
）
や
「
松
浦
川
に
遊
ぶ
序
以
下
の
歌
」
 
（
鵬
～
謝
）
等
の
幻

想
味
溢
れ
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
群
は
馬
 
「

凶
問
に
報
ふ
る
歌
（
3
9
7
）
を
最
祝
に
帰
郷
後
も
歌
わ
れ
た
、
謂
わ
ゆ
る
亡
妻
哀

傷
歌
で
あ
り
、
第
三
群
は
こ
こ
で
採
り
上
げ
て
い
る
梅
酒
歌
十
三
首
で
あ
る
。

前
田
群
は
序
文
の
出
典
や
構
成
に
つ
い
て
問
題
点
は
あ
る
に
し
て
も
、
歌
自
体

に
つ
い
て
見
れ
ば
分
り
や
す
い
平
易
な
歌
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
讃
酒
歌

十
三
首
は
、
歌
自
体
の
中
に
典
拠
が
含
ま
れ
て
い
る
点
、
「
讃
酒
」
と
言
う
集

申
独
特
の
テ
ー
マ
を
連
作
し
て
い
る
点
、
そ
の
詠
み
方
の
激
烈
な
事
、
全
十
三

首
が
緊
密
な
構
成
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
多
様
な
面
と
問
題
点
を
孕
ん

で
い
る
。
今
日
も
な
お
、
讃
華
甲
の
構
成
を
ど
う
考
え
る
か
、
歌
わ
れ
た
時
期

と
場
の
関
係
を
ど
う
考
え
る
か
、
歌
わ
れ
た
目
的
と
歌
の
解
釈
な
ど
新
し
い
論

議
を
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
又
置
酒
歌
を
詠
ん
だ
時
の
旅
人
の
心
境
が
い

か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
何
の
理
由
で
こ
の
多
数
の
統
一
テ
ー
マ
に
よ
る

連
作
を
詠
ん
だ
の
か
、
と
言
う
点
に
つ
い
て
も
、
研
究
者
に
よ
っ
て
夫
々
見
方

や
評
価
の
分
れ
る
所
で
あ
る
。
文
学
が
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
作

者
の
手
か
ら
離
れ
て
一
人
歩
き
を
し
、
読
者
の
一
人
一
人
の
胸
中
に
新
た
に
生

れ
か
わ
る
筈
で
あ
る
が
、
「
鳥
撃
歌
十
三
首
」
も
、
成
る
人
に
と
っ
て
は
「
知

識
的
即
興
歌
で
あ
っ
て
．
、
彼
の
生
の
切
実
な
表
現
で
あ
る
止
は
思
は
れ
な
い
」

（
『
万
葉
集
と
そ
の
前
後
』
久
松
潜
一
）
で
あ
り
、
又
繋
る
人
に
止
っ
て
は
「

悶
々
の
情
を
酒
に
慰
さ
め
よ
う
と
す
る
、
こ
の
高
貴
な
一
老
人
の
哀
憐
す
べ
き

生
活
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
」
 
（
『
万
葉
集
電
註
釈
巻
三
』
武
田
祐
吉
）
作
品

と
受
け
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
．
両
者
の
中
間
的
な
立
場
で
あ
り
な
が
ら
私
が
最
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も
頷
け
る
評
は
、
澤
潟
久
孝
氏
の
『
万
葉
集
注
繹
日
』
に
お
け
る
次
の
よ
う
な

言
葉
で
あ
る
。

 
以
上
十
三
首
に
は
老
後
に
遠
く
都
を
は
な
れ
、
妻
を
も
失
っ
た
寂
し
さ
や
不

 
平
も
窺
へ
る
が
嘱
し
か
し
さ
う
b
た
憂
悶
を
や
る
為
の
す
さ
び
と
の
み
は
言

 
ひ
難
く
、
も
っ
と
明
る
く
積
極
的
な
讃
酒
の
心
が
根
底
に
あ
り
、
「
賢
し
ら

 
」
を
三
度
ま
で
罵
倒
し
て
み
る
と
こ
ろ
に
も
当
時
の
習
俗
に
対
す
る
反
感
も

 
認
め
ら
れ
、
大
宰
の
長
官
た
る
身
分
と
し
て
は
、
思
ひ
切
っ
た
も
の
い
ひ
を

．
し
て
み
る
点
が
注
意
せ
ら
れ
て
よ
い
。

 
私
の
以
下
の
論
は
実
は
、
讃
酒
歌
の
性
格
を
私
な
り
に
決
定
し
よ
う
之
す
る

試
み
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
澤
潟
氏
の
言
わ
れ
る
「
明
る
く
積
極

的
な
讃
酒
の
心
」
「
当
時
の
習
俗
に
対
す
る
反
感
」
「
大
宰
の
長
官
た
る
身
分

と
し
て
は
、
思
ひ
切
っ
た
も
の
い
ひ
を
し
て
い
る
」
の
部
分
は
ま
さ
に
同
感
で

あ
と
と
同
時
に
、
そ
れ
が
生
み
出
さ
れ
歌
い
出
さ
れ
た
理
由
に
大
い
に
興
味
を

覚
え
る
の
で
至
る
。
「
賢
し
ら
」
を
否
定
b
、
「
酔
泣
き
」
を
讃
美
し
て
い
な

が
ら
、
何
故
に
「
明
る
く
積
極
的
」
で
あ
り
得
た
の
か
。
果
し
て
大
宰
帥
大
伴

卿
が
公
然
と
仏
教
を
誘
り
、
来
世
を
否
定
し
、
酒
に
酔
い
泣
き
す
る
事
だ
け
を

讃
美
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
そ
の
点
を
以
下
解
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ

る
。

 
所
で
樽
酒
歌
の
旅
人
に
お
け
る
特
異
性
を
明
ら
か
に
す
る
為
に
は
、
そ
の
前

に
旅
人
の
人
間
性
と
歌
人
像
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
旅
人
が
大
宰
府
に
あ
っ
た

時
代
を
中
心
に
詠
み
出
さ
れ
た
歌
を
大
宰
府
圏
の
歌
と
呼
び
、
当
時
筑
紫
歌
壇

と
呼
ば
れ
る
も
の
が
存
在
し
た
と
言
わ
れ
る
。
確
か
に
、
大
宰
帥
大
伴
旅
人
、

少
弐
小
野
老
、
大
典
麻
田
陽
春
、
造
筑
紫
観
音
寺
（
現
観
世
音
寺
）
別
当
妙
彌

満
誓
、
筑
前
守
山
上
憶
良
、
筑
後
守
葛
井
大
成
、
等
が
九
州
に
あ
り
、
政
務
の

大
伴
旅
人
「
讃
酒
歌
十
三
首
」
回

避
で
は
勿
論
芦
梅
花
の
宴
の
歌
三
十
二
首
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
旅
人
を
中
心
に

宴
を
催
す
事
も
屡
々
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
、
ぐ
日
の
万
葉
を
見
た
人
が
そ
う

墨
つ
だ
け
で
な
く
、
士
口
田
濠
旅
人
へ
の
蚕
口
慣
中
で

 
梅
花
の
即
席
に
群
英
藻
を
璃
べ
、
松
浦
の
玉
潭
に
仙
媛
贈
答
せ
る
は
、
杏
壇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
そ
 
り

 
各
言
の
作
に
類
い
、
衡
皐
税
駕
の
篇
に
掛
盤

と
言
う
よ
ヶ
に
，
同
時
代
の
心
あ
る
・
食
の
認
め
る
所
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
多
士
済
々
の
観
を
為
す
に
塗
っ
た
の
は
偶
然
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
の
申
心
に
大
伴
旅
人
と
山
上
憶
良
が
な
け
れ
ば
決
し
て
そ
の
盛
興
を
迎
え
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
更
に
二
人
を
比
べ
て
み
る
と
、
な
る
ほ
ど
文
学
的
才
能
や

文
章
、
詩
歌
の
量
的
な
も
の
で
は
或
い
は
憶
良
の
方
が
優
勢
で
あ
ろ
う
が
、
「

宴
を
罷
か
る
歌
」
 
（
7
3
3
）
や
「
憶
良
い
聞
く
、
方
岳
諸
候
と
都
督
小
史
…
…
」

（
8
6
8
）
の
歌
に
見
ら
れ
る
如
く
、
計
量
の
性
格
は
歌
壇
の
中
心
に
あ
っ
て
指
導

的
役
割
を
果
す
人
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
反
対
に
旅
人
は
、
 
「
梅
花
謁
三
十
二

首
」
の
誕
生
や
「
松
浦
川
に
遊
ぶ
」
歌
を
生
む
場
を
設
け
た
り
、
部
下
で
あ
る

丹
比
県
庁
の
為
に
待
酒
を
醸
も
し
て
待
つ
愛
情
を
示
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の

度
量
の
広
ざ
と
お
だ
や
か
な
人
柄
は
広
く
人
々
か
ら
慕
わ
れ
、
大
納
言
と
し
て

上
京
す
る
折
は
部
下
か
ら
別
れ
を
惜
し
ま
れ
多
く
の
歌
を
贈
ら
れ
た
が
、
中
に

は
遊
女
児
島
も
歌
を
贈
り
、
旅
人
は
そ
れ
に
も
丁
寧
に
返
歌
を
し
て
い
る
。
更

に
沙
予
感
誓
は
旅
人
の
上
京
後
も
贈
歌
を
・
し
て
、
旅
人
を
送
っ
て
白
髪
に
変
じ

た
悲
し
さ
を
歌
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
信
望
の
厚
い
大
伴
旅
人
を
中
心
と
し

て
筑
紫
歌
壇
は
形
成
さ
れ
、
巻
三
巻
五
に
残
る
す
ぐ
れ
た
歌
が
詠
み
出
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。

 
と
こ
ろ
で
旅
人
自
身
の
歌
人
と
し
て
の
生
涯
を
万
葉
集
の
中
で
辿
っ
て
み
る

と
、
神
亀
元
年
作
と
推
定
さ
れ
る
「
奏
上
さ
れ
な
か
っ
た
吉
野
讃
歌
」
 
（
5
1
3
）

'

一
！
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（
6
1
3
）
，
に
始
っ
て
、
 
「
三
年
遅
末
、
大
納
言
大
伴
の
卿
の
、
寧
楽
の
家
に
あ
り

て
故
郷
を
思
ふ
歌
二
言
」
の
天
平
三
年
作
の
歌
に
至
る
ま
で
僅
か
七
年
間
の
作

歌
活
動
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
吉
野
讃
歌
（
5
1
3
）
 
（
鵬
）
を
除
く
と
全
く
大
宰
帥

時
代
の
歌
中
心
と
言
っ
て
よ
い
。
煩
を
い
と
わ
ず
そ
の
歌
を
挙
げ
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。
，

一
、
帥
大
伴
卿
歌
五
首
（
-
「
へ
U
3
～
3
n
く
U
Q
U
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を

 
（
正
3
3
）
 
わ
が
盛
ま
た
変
若
ち
め
や
も
ほ
と
ほ
と
に
寧
楽
の
都
を
見
ず
か
な
り

 
な
む
 
 
（
他
四
首
）

二
、
大
宰
帥
大
伴
卿
報
己
凶
問
一
認
一
首
（
3
9
7
）
、
、

三
、
大
帥
大
伴
卿
和
認
一
首
嬬
（
石
上
堅
魚
へ
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ

四
、
神
亀
五
年
戊
辰
、
大
宰
帥
大
伴
卿
思
二
野
人
一
歌
三
首
（
8
n
U
J
O
3
3
」
川
■
4
謹
■
」
愚
）
，

娚
鄭
、
し
き
人
の
纒
き
て
し
敷
細
の
わ
が
手
肇
纒
く
人
あ
ら
め
や

 
 
右
一
首
、
別
去
而
経
二
数
等
一
作
認

魏
 
還
る
べ
く
時
は
成
り
け
り
京
師
に
て
誰
が
手
本
を
か
わ
が
枕
か
む

蜘
 
京
な
る
荒
れ
た
る
家
に
ひ
と
り
農
ぱ
旅
に
貼
り
て
苦
し
か
惹
べ
し

 
 
右
二
首
前
灯
近
向
・
京
之
時
一
作
歌

五
、
讃
酒
歌
十
三
首
（
8
、
0
几
く
U
～
5
3
3
）

，
六
、
帥
大
伴
卿
和
調
一
首
（
6
5
9
）
 
φ
石
川
足
人
へ
）

七
、
大
宰
官
人
等
奉
レ
三
二
香
椎
廟
一
詑
 
退
帰
之
時
、
馬
三
二
干
香
椎
浦
一
各
回
レ

 
 
懐
作
調
 
帥
大
伴
卿
調
一
首
（
7
5
9
）

八
、
帥
大
伴
卿
遙
三
二
芳
野
離
宮
一
作
調
一
首
（
0
6
9
）

九
、
帥
大
伴
卿
宿
二
次
内
壕
泉
一
聞
二
鶴
喧
一
作
認
一
首
（
1
6
9
）

十
、
贈
三
大
弐
丹
比
県
守
演
能
二
業
民
部
卿
一
過
一
首
（
5
5
5
）

十
二
、
歌
詞
寝
首
（
ρ
n
U
7
0
0
0
0
0
A
U
）
 
（
京
人
へ
の
歌
）

蹴
養
護
も
A
、
も
得
て
七
か
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
砦
き
粟
む
為
（
，

．
他
一
首
）

十
二
、
日
本
琵
一
面
を
房
前
へ
送
る
．
（
0
1
1
1
0
0
0
∩
V
）

十
三
、
梅
花
認
三
十
二
首
関
係
歌
．
（
2
7
8
9
0
1
⊥
2
0
6
4
4
4
r
n
J
5
「
O
o
O
8
8
0
0
8
8
8
）

十
四
、
松
浦
河
に
遊
ぶ
歌
バ
脇
脳
晒
蹴
躍
蹴
謝
脚
罰
五
識
）

十
五
、
松
浦
佐
用
比
売
の
歌
（
罰
躍
詔
「
例
胚
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
 
 
 

十
六
、
萩
の
花
の
歌
（
」
4
1
4
5
5
1
1
）

十
八
、
冬
日
見
レ
雪
憶
レ
京
謂
一
首
（
9
3
6
1
）

十
八
、
梅
認
一
首
（
0
4
6
1
）

十
九
、
児
島
に
和
え
た
歌
二
首
（
轍
蟷
）

 
 
や
ま
と
じ
ロ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も

 
 
三
道
の
吉
備
の
児
島
を
過
ぎ
て
行
か
ば
筑
紫
の
児
島
思
ほ
え
む
か
も

 
 
（
他
一
首
）

二
十
・
天
平
二
年
庚
午
冬
十
二
月
、
大
宰
帥
大
伴
卿
向
ヒ
京
上
道
之
時
作
謁
五
．

 
 
首
（
£
U
ワ
ー
8
9
0
4
4
4
」
肚
「
5
」
畳
イ
仕
4
4
イ
畳
）
 
、
 
一

二
十
一
、
還
二
瀬
故
郷
一
家
、
即
作
認
三
首
（
1
2
3
に
J
r
3
霞
」
」
吐
4
4
）

二
十
二
、
大
納
言
大
伴
卿
 
新
三
三
一
一
摂
津
犬
夫
高
安
王
一
調
一
七
一
晒
）

二
十
三
、
大
納
言
大
伴
卿
三
三
二
首
（
イ
門
丁
．
5
7
7
民
U
R
J
）
 
（
沙
禰
酒
害
の
二
首
に
対
し

 
 
て
）

二
＋
四
・
三
年
棄
大
納
者
昊
伴
卿
缶
・
塞
家
・
、
思
・
故
郷
謬
音
（
鵬

．
㎝
）

 
 
し
ま
し
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
 
あ

鵬
 
須
奥
も
行
き
て
見
て
し
か
神
名
火
の
淵
は
浅
せ
に
て
瀬
に
か
な
る
ら
む
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら

脚
挽
耀
の
栗
栖
の
小
野
の
萩
の
駈
散
ら
む
時
に
七
行
き
て
手
向
け
む

 
以
上
に
吉
野
讃
歌
二
首
を
加
え
て
七
十
六
首
の
長
短
歌
を
み
ら
た
め
て
調
べ
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て
み
る
と
、
先
に
三
豊
に
分
け
た
事
が
妥
当
で
あ
り
、
中
で
も
望
郷
歌
を
含
め

て
亡
妻
を
悼
む
情
の
深
か
っ
た
事
が
感
じ
ら
れ
る
。
又
そ
の
亡
妻
哀
傷
歌
の
作

歌
年
代
を
調
べ
て
み
る
ど
、
神
亀
五
年
に
大
宰
府
に
つ
い
て
ま
も
な
く
妻
大
伴

郎
女
を
亡
く
し
「
凶
間
に
報
え
る
歌
」
な
ど
を
詠
み
（
二
・
三
・
及
び
四
の
（

娚
）
）
天
平
二
年
大
納
言
と
な
っ
て
上
京
の
道
に
つ
く
時
に
な
っ
て
再
び
妻
を

思
い
出
し
て
（
四
の
娚
幽
二
十
・
二
十
一
）
い
看
事
が
分
る
。
そ
の
間
天
平

元
年
か
ら
翌
二
年
の
末
ま
で
、
旅
人
の
詠
ん
だ
歌
は
、
「
琴
を
房
前
へ
贈
る
歌
」

 
（
n
U
1
1
1
8
8
）
や
「
梅
花
謁
三
十
二
首
及
び
序
」
「
松
浦
河
に
遊
ぶ
歌
」
「
松
浦
佐

用
比
売
の
歌
」
が
続
々
と
詠
み
出
さ
れ
る
軌
以
上
の
歌
に
は
、
手
紙
文
・
序
・

物
語
文
が
付
い
て
お
り
、
そ
れ
は
豊
か
な
幻
想
性
と
申
倒
文
学
の
影
響
に
よ
っ

て
美
し
く
彩
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
今
述
べ
た
二
点
、
す
な
は
ち
、
亡
妻
哀
傷
歌
が
大
伴
郎
女
の
死
後
ま
も
な

く
詠
ま
れ
て
か
ら
、
上
京
の
時
に
再
び
歌
わ
れ
て
い
る
点
お
よ
び
、
そ
の
間
に

序
な
ど
の
漢
文
の
文
章
に
彩
ら
れ
た
中
国
文
学
の
影
響
下
に
あ
る
幻
想
的
な
作

品
が
は
さ
ま
れ
る
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
て
い
る
点
を
考
え
合
せ
る
と
、
私
に
は

次
の
よ
う
な
試
案
が
浮
か
ん
で
来
る
の
を
禁
じ
得
な
い
。
そ
れ
は
、
讃
酒
歌
が

詠
ま
れ
だ
の
は
、
前
半
の
大
伴
郎
女
の
死
を
悼
む
歌
と
、
幻
想
的
な
作
品
群
の

詠
ま
れ
る
．
よ
う
に
な
る
中
面
の
時
期
に
詠
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
す
な
ね
ち

・
大
伴
郎
女
の
死
に
悲
し
む
旅
人
が
、
異
母
妹
大
伴
坂
上
郎
女
の
大
宰
府
到
着
に

よ
っ
て
慰
さ
め
ら
れ
、
帥
本
来
の
役
目
を
果
す
よ
う
な
生
活
を
取
り
戻
し
、
幻

想
的
な
作
品
ま
で
生
み
出
す
途
上
の
、
し
か
も
非
常
に
私
的
な
作
品
群
と
し
て

讃
酒
歌
十
三
首
は
詠
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
，
も
っ
と

は
っ
き
り
結
論
を
言
え
ば
、
讃
酒
歌
十
三
首
は
、
憶
良
の
「
宴
を
罷
か
る
歌
」

や
「
子
等
を
憶
う
歌
」
な
ど
と
は
相
入
れ
な
い
世
界
を
意
識
し
て
い
る
旅
人
が

大
伴
旅
人
「
讃
酒
歌
十
三
酋
」
考

大
伴
家
の
家
刀
自
的
存
在
で
あ
り
、
・
豊
か
な
文
才
と
美
貌
の
持
主
で
あ
る
異
母

妹
坂
上
郎
女
に
向
っ
て
、
心
を
開
き
、
一
面
で
は
戯
れ
、
一
面
で
は
笑
い
、
も

っ
と
深
い
所
で
は
泣
き
な
が
ら
心
中
を
歌
っ
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
私

人
と
な
っ
て
寛
ろ
ぐ
旅
人
が
酒
を
飲
み
、
坂
上
郎
女
一
人
に
向
っ
て
次
々
と
詠

ん
で
は
示
し
、
又
更
に
詠
み
、
た
ち
ま
ち
に
十
三
首
の
歌
を
成
し
た
よ
う
に
思

え
て
な
ら
な
い
。
以
上
の
事
は
、
大
き
く
二
つ
の
点
を
明
か
に
す
る
事
で
証
明

で
き
る
よ
う
に
思
え
る
。
第
一
点
は
、
黒
酒
歌
が
作
品
的
に
神
亀
五
年
か
ら
天

平
元
年
十
月
置
「
日
本
琴
を
房
前
へ
贈
る
歌
」
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
と
言
い

得
る
も
の
で
あ
る
か
。
第
二
点
は
、
異
母
妹
で
あ
り
噛
或
い
は
恋
愛
衡
係
す
ら

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
坂
上
郎
女
に
私
的
に
示
し
た
と
考
え
る
事

が
果
し
て
可
能
か
ど
う
か
で
あ
る
。
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
こ
の
斗

酒
歌
が
、
幻
想
的
な
作
品
群
の
前
に
位
置
す
る
と
考
え
る
の
は
大
い
に
妥
当
な

事
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、

 
第
一
・
に
序
や
説
明
文
を
持
た
ず
、
他
に
何
の
関
係
歌
も
な
く
詠
ま
れ
て
い
る

 
第
二
に
、
中
国
文
学
と
仏
教
の
影
響
が
極
め
て
強
く
、
明
か
に
創
作
意
識
を

持
っ
て
別
世
界
を
歌
お
う
と
し
て
い
る
事
。

 
第
三
に
妻
の
死
を
悲
し
む
心
も
や
や
静
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
然
し
酒
に
そ

の
悲
し
さ
を
別
れ
よ
う
と
す
る
姿
勢
も
見
過
す
事
が
出
来
な
い
。

 
第
四
に
、
全
く
虚
構
の
世
界
を
現
出
し
て
は
い
な
い
が
、
十
三
首
の
連
作
と

言
う
新
し
い
試
み
、
然
も
極
め
て
普
遍
的
で
あ
る
素
…
材
「
酒
」
を
し
て
極
め
て

特
殊
な
「
讃
酒
歌
の
世
界
」
を
描
く
事
に
成
巧
し
て
い
る
点
。
実
生
活
の
中
に

お
け
る
酒
の
根
本
的
な
意
味
を
あ
く
ま
で
追
求
し
て
、
つ
い
に
抽
象
的
な
世
界

を
描
い
て
い
る
こ
の
讃
思
歌
が
単
な
る
感
動
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
な
い

事
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
な
作
品
自
体
の
持
つ
存
在
意
義
と
と
も
に
、
神
亀
五
年
前
後
に
つ

い
て
見
る
と
、
更
に
こ
の
讃
酒
歌
の
詠
ま
れ
る
必
然
性
が
増
し
て
く
る
の
で
あ

る
。
養
老
四
年
の
藤
原
不
三
等
の
死
に
よ
り
長
屋
王
の
時
代
の
幕
が
上
が
っ

た
。
や
が
て
左
大
臣
長
屋
王
の
も
と
、
中
納
言
大
伴
旅
人
、
右
大
弁
笠
麻
呂
（

沙
彌
喜
喜
）
、
右
中
京
小
野
老
の
名
が
見
出
さ
れ
る
。
爾
来
十
年
、
旅
人
以
下

の
三
人
は
六
十
代
に
し
て
大
宰
府
に
集
ま
め
、
長
屋
王
は
天
平
元
年
「
左
道
を

学
び
、
国
家
を
傾
け
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
言
う
密
告
に
よ
っ
て
宇
合
等
に
よ

っ
て
自
尽
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
旅
人
が
長
屋
王
を
ゼ
の
程
度
頼
り
に
も
て

い
た
か
は
疑
問
な
し
と
し
な
い
が
、
、
少
な
く
と
も
藤
原
四
子
の
勢
力
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
認
め
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
し
、
事
実
神
亀
五
年
に
置
か
れ
た
中
衛
府

の
大
将
に
天
平
二
年
房
前
が
任
じ
ら
れ
た
事
は
そ
の
感
を
決
定
的
な
も
の
と
し

た
。
征
隼
人
持
節
大
将
軍
と
し
て
勇
名
を
轟
か
せ
た
大
伴
旅
人
も
時
代
の
趨
勢

を
押
し
止
め
る
事
は
出
来
ず
、
や
が
て
辞
を
低
く
し
て
琴
を
贈
り
房
前
の
意
を

迎
え
る
事
と
な
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
讃
酒
歌
の
成
立
は
、
天
平

元
年
二
月
の
長
屋
王
の
変
以
降
、
「
日
本
琴
一
面
を
房
前
へ
贈
る
歌
」
の
詠
ま

れ
た
同
年
十
月
ま
で
の
間
に
、
し
か
も
類
同
語
句
の
多
用
、
文
末
詞
の
一
致
、

発
想
の
統
一
性
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
か
な
り
短
い
間
に
詠
ま
れ
た
ど
思

わ
れ
る
。
以
上
の
事
か
ら
、
作
品
自
体
か
ら
、
社
会
的
背
景
か
ら
見
て
「
清
酒

歌
十
三
首
」
が
生
み
出
さ
れ
た
の
は
天
平
元
年
前
半
期
と
見
て
そ
れ
程
お
か
し

く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
歌
が
、
異
母
妹
坂
上
郎
女
一
人
に
示
さ
れ
る

独
立
で
あ
っ
た
と
考
え
る
事
が
妥
当
か
ど
う
か
少
し
考
え
て
み
た
い
。
大
伴
郎

女
の
死
後
坂
上
郎
女
が
旅
人
や
家
持
の
世
話
を
す
る
為
に
大
宰
府
に
赴
い
た
事

は
霧
還
る
。
そ
の
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
い
み
ち
た
ち

一
・
冬
十
一
月
、
大
伴
坂
上
の
郎
女
の
、
帥
の
家
を
獲
ち
上
道
し
て
、
筑
前

 
の
国
宗
形
の
郡
名
見
山
を
超
え
し
時
作
れ
る
歌
一
首
（
3
6
9
）

一
 
同
じ
坂
上
の
郎
女
の
、
京
に
向
ふ
海
路
に
濱
の
貝
を
見
て
作
れ
る
歌
一
首

 
（
4
6
9
）

他
の
歌
で
、
旅
人
が
上
京
の
頃
に
は
確
実
に
大
宰
府
に
い
た
事
が
証
明
で
き

る
。
そ
の
大
宰
府
到
着
時
期
を
天
平
元
年
前
半
の
頃
と
す
る
の
も
不
可
能
で
は

な
い
と
思
う
が
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
又
、
女
性
で
あ
る
坂
上
郎
女
に
対
し
て

酒
の
歌
を
詠
ん
で
見
せ
る
の
も
や
や
そ
ぐ
わ
な
い
感
が
な
い
で
も
な
い
。
然
し

な
が
ら
、
坂
上
郎
女
ば
一
般
の
女
性
と
言
う
よ
り
も
、
大
伴
氏
の
家
刀
自
と
も

言
う
べ
き
人
で

 
大
伴
坂
上
の
郎
女
の
、

鰯
 
斯
く
し
つ
つ
遊
び
飲
み
こ
そ
草
木
す
ら
春
は
生
ひ
つ
つ
秋
は
散
り
ゆ
く

を
は
じ
め
と
す
る
「
宴
の
歌
」
も
多
く
、
彼
女
自
身
も
酒
を
嗜
ん
だ
よ
う
で
、

旅
人
と
と
も
に
酒
を
飲
ん
で
鄙
に
あ
る
悲
し
さ
を
慰
さ
め
合
っ
た
と
し
て
も
不

自
然
で
は
な
い
。
又
旅
人
は

 
 
丹
生
の
女
王
の
 
大
宰
の
帥
大
伴
の
卿
に
贈
れ
る
歌
二
首

 
 
 
 
 
そ
く
へ
 
き
は
み
 
 
 
 
 
 
こ
こ
ろ

鵬
 
天
雲
の
遠
隔
の
極
出
け
ど
も
情
し
行
け
ば
恋
ふ
る
も
の
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
を
 
 
 
 
 
 
 
 
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぬ
き
す
た
ば

脳
 
古
り
に
し
人
の
食
さ
す
る
吉
備
の
酒
病
め
ぱ
す
べ
な
し
貫
芋
掘
ら
む

の
歌
で
も
分
る
よ
う
に
、
女
性
で
あ
る
丹
生
の
王
に
吉
備
の
酒
を
贈
っ
た
事
が
・

大
宰
の
帥
時
代
に
あ
っ
た
q
酒
を
好
む
こ
と
、
酒
を
讃
美
す
る
こ
と
は
男
性
の

領
分
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
十
三
首
も
の
短
歌
に
歌
い
あ
げ
る
事

が
果
し
て
男
性
的
な
行
為
か
と
な
る
と
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。
丹
生
の
王
に

酒
を
贈
っ
た
旅
人
は
、
異
母
妹
に
は
讃
酒
の
歌
を
献
上
し
て
そ
の
無
届
を
慰
さ

め
た
。
し
か
も
そ
れ
は
胸
中
に
谷
ま
っ
て
い
る
様
々
な
悲
レ
み
を
最
も
理
解
し

て
も
ら
え
る
と
言
う
安
心
感
の
も
と
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
仏
教
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の
教
え
も
、
官
僚
と
し
て
の
規
制
も
全
く
気
に
す
る
事
な
く
歌
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
従
来
こ
の
讃
酒
歌
が
生
れ
た
契
機
と
し
て
は
、
憶
良
に
対
抗
す
る
意

識
、
就
中
「
字
等
を
思
ふ
歌
」
 
（
0
1
目
3
0
0
8
8
）
や
「
宴
を
罷
る
歌
」
（
謝
）
の
名
前

が
具
体
的
に
重
げ
ら
れ
て
い
る
。
然
し
、
貴
族
的
な
と
言
う
よ
り
、
ま
さ
に
貴

族
で
あ
り
学
才
が
あ
り
、
曽
て
武
名
を
轟
か
せ
た
風
流
の
人
旅
人
が
、
公
的
な

席
で
こ
の
歌
を
披
露
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
私
に
は
と
う
て
い
出
来
な
い
。
さ

き
に
挙
げ
た
い
く
つ
か
の
歌
を
見
て
も
、
「
讃
酒
歌
十
三
首
」
以
外
の
歌
の
、

お
だ
や
か
で
、
流
れ
る
よ
う
な
格
調
は
気
品
の
高
さ
と
清
明
さ
を
強
く
感
じ
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
醸
酒
歌
に
お
い
て
は
「
猿
を
持
ち
出
し
て
賢
し
ら
・

を
す
る
人
を
罵
倒
し
」
（
4
4
3
）
、
世
を
挙
げ
て
仏
数
を
も
て
は
や
す
時
に
、
高

級
官
僚
た
る
大
宰
帥
大
伴
旅
人
が
「
無
価
宝
珠
（
仏
法
）
を
一
杯
の
酒
に
勝
ら

な
い
」
 
（
5
4
3
）
と
言
い
、
 
「
今
が
楽
し
く
あ
れ
ば
来
世
で
は
虫
で
も
鳥
で
も
か

ま
わ
な
い
」
 
（
8
4
3
）
な
ど
と
公
言
出
来
た
で
あ
ろ
う
か
。
制
度
上
も
又
旅
人
の
．

性
格
的
に
も
い
か
に
「
酒
の
事
」
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
こ
の
よ
う
な
歌
が
公

然
と
披
露
出
来
た
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
，
六
十
以
上
の
老
齢
に
加
え
、
権
門
の

棟
梁
が
遙
任
で
な
く
自
ら
北
九
州
の
地
に
赴
き
、
愛
す
る
妻
を
失
い
、
曽
．
っ
て

の
上
司
長
屋
王
を
失
っ
た
と
言
う
ま
さ
に
内
憂
外
患
の
悲
痛
な
叫
び
は
、
「
讃

三
三
十
三
首
」
と
し
て
ほ
と
ば
し
り
、
肉
親
に
向
け
て
回
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
旅
人
の
文
学
的
な
存
在
を
見
る
と
、

一
、
和
歌
と
漢
文
と
の
融
合

二
、
思
想
語
彙
や
故
事
の
引
用
に
よ
る
発
想
の
拡
大

三
、
特
殊
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
幻
想
的
世
界
の
創
造

四
、
伝
説
を
素
材
之
す
る
空
間
と
時
間
の
豊
穣
三

五
、
短
歌
の
重
層
化
に
お
け
る
効
果
の
追
求

大
伴
旅
人
「
讃
酒
歌
十
三
首
」
考

な
ど
、
多
彩
な
試
み
が
さ
り
げ
な
い
形
で
行
わ
れ
て
い
て
、
殆
ん
ど
同
じ
事
を
，

行
っ
た
憶
良
の
露
骨
さ
と
北
べ
て
、
資
質
的
な
差
以
上
の
差
を
感
じ
さ
せ
る
の

で
あ
る
。
旅
人
は
最
初
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
余
裕
の
あ
る
、
風
流
風
雅
の
行

為
と
し
て
歌
や
文
章
を
生
み
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
文

学
観
ふ
或
い
は
作
歌
態
度
を
生
み
出
し
た
一
つ
の
大
き
な
原
因
は
、
中
国
文
学

の
影
響
、
中
国
思
想
の
侵
潤
に
あ
っ
た
。
大
宰
府
早
算
で
の
歌
の
特
徴
と
し
て

中
国
文
学
の
摂
取
や
散
文
化
を
容
易
に
指
摘
で
き
る
が
、
そ
れ
は
大
宰
府
の
果

し
た
役
目
の
一
つ
が
、
外
国
人
と
の
接
触
で
あ
り
、
最
新
の
文
物
が
直
接
的
に

入
っ
て
来
る
と
言
う
環
境
だ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
「
讃
酒
歌
十
三
首
」
は
、

天
平
元
年
前
半
期
に
、
異
母
妹
大
伴
坂
上
郎
女
に
向
け
て
、
あ
る
時
極
め
て
短

い
間
に
詠
み
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
私
見
は
、
以
上
述
べ
た
よ

う
な
間
接
的
な
論
拠
だ
け
で
言
え
る
も
の
で
は
勿
論
な
い
。
更
に
作
品
自
体
の

厳
密
な
考
察
に
よ
っ
て
裏
付
け
が
為
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
今
は
私
見
の
一

端
を
提
示
す
る
こ
と
で
筆
・
を
辛
く
事
に
す
る
。
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